
２
月
24
日
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
侵
攻
し
て
か
ら
、
40
日
ほ
ど
に
な

り
ま
す
。

こ
の
侵
略
行
為
は
、
国
連
憲
章
に

反
す
る
戦
後
国
際
社
会
の
平
和
秩
序

を
破
壊
す
る
行
為
で
、
ロ
シ
ア
国
内

を
初
め
、
世
界
中
か
ら
糾
弾
の
声
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
自
民
党
や
日
本
維
新
の
会

は
、
こ
の
事
態
を
利
用
し
て
、
日
本

国
憲
法
９
条
を
攻
撃
し
、
ア
メ
リ
カ

と
の
核
シ
ェ
ア
（
共
有
）
・
核
軍
拡

論
を
主
張
し
て
い
ま
す
。

「
武
力
に
は
武
力
」
と
い
う
立
場

は
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
同
じ
立
場

で
あ
り
、
真
の
解
決
策
に
は
な
ら
ず
、

話
し
合
い
と
外
交
で
解
決
す
る
こ
と

を
基
本
と
す
べ
き
で
す
。

ロ
シ
ア
軍
は
、
ミ
サ
イ
ル
な
ど
を

使
っ
て
、
原
発
を
攻
撃
す
る
と
と
も

に
、
無
差
別
的
に
一
般
住
宅
、
医
療

施
設
、
学
校
な
ど
を
攻
撃
し
て
お
り
、

多
く
の
民
間
人
が
被
害
を
受
け
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
国
際
人
道
法
に
背

く
戦
争
犯
罪
で
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国

内
外
で
の
避
難
民
は
一
千
万
人
強
で
、

国
民
の
４
人
に
１
人
が
家
を
失
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、

「
攻
撃
さ
れ
れ
ば
、
核
兵
器
で
こ
た

え
る
」
な
ど
と
、
核
兵
器
の
先
制
使

用
で
世
界
を
脅
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

生
物
兵
器
や
化
学
兵
器
な
ど
の
使
用

も
に
お
わ
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

全
て
国
際
法
で
使
用
を
禁
止
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

こ
の
事
態
へ
の
対
応
策
と
し
て
は
、

ま
ず
、
国
際
社
会
が
一
致
し
て
効
果

的
な
制
裁
を
行
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
「
ロ
シ
ア
は
侵
略
を
や
め

よ
」
、
「
国
連
憲
章
を
守
れ
」
と
い

う
一
点
で
力
を
合
わ
せ
、
世
界
中
の

人
々
が
声
を
挙
げ
る
こ
と
で
す
。
今
、

世
界
中
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
に
連
帯

し
、
侵
略
戦
争
反
対
の
デ
モ
が
大
規

模
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
連
総

会
緊
急
特
別
会
合
も
、
ロ
シ
ア
非
難

決
議
を
こ
れ
ま
で
に
な
い
１
４
１
カ

国
の
賛
成
で
議
決
し
ま
し
た
。
八
丈

町
議
会
、
ま
た
、
日
本
の
多
く
の
自

治
体
な
ど
で
も
反
対
決
議
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
国
内
で
も
、
強
力
な
権
力

者
で
あ
る
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
対
し

て
勇
気
あ
る
反
対
の
声
は
上
が
っ
て

い
る
の
で
す
。

日
本
国
内
で
は
、
プ
ー
チ
ン
大
統

領
の
「
核
の
威
し
」
を
口
実
に
、
核

抑
止
力
強
化
を
求
め
る
声
が
一
部
に

で
て
い
ま
す
。

先
導
し
て
い
る
の
は
、
安
倍
晋
三

元
首
相
と
日
本
維
新
の
会
で
す
。
安

倍
氏
は
、
２
月
27
日
に
、
米
軍
の
核

兵
器
を
日
本
に
配
備
し
、
日
米
が
共

同
で
管
理
・
運
用
す
る
「
核
共
有

（
ニ
ュ
ー
ク
リ
ア
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）
」

に
つ
い
て
、
「
議
論
を
タ
ブ
ー
視
し

て
は
な
ら
な
い
」
と
表
明
し
、
こ
れ

に
維
新
の
会
の
松
井
代
表
は
２
月
28

日
「
非
核
三
原
則
は
昭
和
の
価
値
観
」

と
ま
で
述
べ
ま
し
た
。
維
新
の
会
は
、

３
月
３
日
政
府
に
「
核
共
有
」
の
議

論
を
求
め
る
提
言
を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
被
爆
者
団
体
は

一
斉
に
反
発
し
、
日
本
被
団
協
は

「
日
本
国
民
を
核
戦
争
に
導
く
」
と

批
判
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
も
、
「
核
共
有
」
を

含
む
核
武
装
の
動
き
を
厳
し
く
批
判

し
、
井
上
哲
士
議
員
は
参
院
予
算
委

員

会
で

質

問

し

、

岸

田

首
相

は

「
（
核
共
有
）
は
認
め
ら
れ
な
い
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。
（
裏
面
へ
続
く
）

第８1号（１） と ん め て ２０２２年 ４ 月 ７ 日

ロ
シ
ア
は
直
ち
に
侵
略
や
め
よ

怒
り
を
こ
め
て
断
固
糾
弾
す
る
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ロ
シ
ア
の
侵
略
が
続
く
中
で
、
一

部
の
日
本
国
民
の
中
に
、
「
ロ
シ
ア

＝
（
イ
コ
ー
ル
）

ソ
連
（
ソ
ビ
エ
ト
社
会

主
義
共
和
国
連
邦
）

＝

日
本
共
産
党
」

と
い
う
、
誤
解
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、

事
実
は
全
く
違
い
ま
す
。

ま
ず
、
現
在
の
ロ
シ
ア
議
会
は
、

上
院
（
連
邦
院
。
選
挙

は
な
い
。
定
員
１
７
０
）

と
下
院
（
選
挙
で
選
出
。

定
員
４
５
０
）
が
あ
り
ま
す
。
下
院

の
政
党
は
６
つ
あ
り
ま
す
が
、
プ
ー

チ
ン
を
支
持
す
る
統
一
ロ
シ
ア
が
２

３
８
議
席
、
ロ
シ
ア
共
産
党
は
野
党

で
９
２
議
席
で
す
。

ロ
シ
ア
は
、
ソ
連
の
崩
壊
に
よ
っ

て
で
き
た
国
家
で
あ
り
、
共
産
主
義
・

社
会
主
義
と
は
無
縁
で
、
プ
ー
チ
ン

は
共
産
党
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
、

ソ
連
は
社
会
主
義
国
家
を
名
乗
り
、

共
産
党
の
一
党
独
裁
で
し
た
。
国
内

で
は
強
圧
的
な
政
治
が
、
対
外
的
に

は
覇
権
主
義
的
な
侵
略
行
為
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
社
会

主
義
や
共
産
主
義
と
は
、
全
く
無
縁

の
も
の
で
す
。

※
覇
権
主
義
と
は
、
特
定
の
国
家
な
ど
が

自
国
の
影
響
力
拡
大
の
た
め
に
、
軍
事

的
・
経
済
的
・
政
治
的
な
強
大
な
力
に

よ
っ
て
他
国
に
介
入
し
、
主
権
を
侵
害
・

支
配
す
る
こ
と
。
ア
メ
リ
カ
の
１
９
５

５
年
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
２
０
０
３
年

の
イ
ラ
ク
戦
争
。
ソ
連
の
１
９
６
８
年

の
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
侵
略
、
１
９
７

９
年
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
略
な
ど
。

日
本
共
産
党
は
、
前
述
の
ソ
連
の

の
侵
略
行
為
を
徹
底
的
に
批
判
し
、

ソ
連
が
行
っ
た
日
本
共
産
党
へ
の
干

渉
攻
撃
に
も
毅
然
と
対
応
、
ソ
連
に

誤
り
を
認
め
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
日
本
共

産
党
は
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
を
厳
し
く
批
判
す
る
と
と
も
に
、

日
ロ
領
土
問
題
に
つ
い
て
、
「
日
本

の
歴
史
的
領
土
で
あ
る
千
島
列
島
と

歯
舞
群
島
、
色
丹
島
の
返
還
を
目
指

す
（
日
本
共
産
党
綱
領
）
」
と
い
う

原
則
的
で
道
理
の
あ
る
立
場
で
厳
し

く
臨
ん
で
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
は
共
産
党
の
国
家
で
は
な
く
、日
本
共
産
党
と
は
無
縁

ロ
シ
ア
軍
の
無
法
な
行
為

国
際
世
論
の
力
で
戦
争
中
止
を

危
険
な
主
張
、
「
軍
事
に

は
軍
事
」
、
「
９
条
攻
撃
・
核
武
装
」

ロシアは侵略やめろの声を

参議院議員・田村智子 参議院議員・山添 拓



日
本
共
産
党
は
、
戦
前
か
ら
「
反

戦
平
和
」
を
命
が
け
で
主
張
し
て
き

た
政
党
と
し
て
、
平
和
を
守
り
、
平

和
を
つ
く
る
た
め
に
全
力
で
頑
張
り

ま
す
。

日
本
国
憲
法
は
、
１
９
４
７
年
５

月
３
日
に
公
布
さ
れ
、
国
連
憲
章
は

そ
の
２
年
後
に
発
効
し
て
い
ま
す

（
下
記
参
照
）
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
は
、
国
連
憲
章
の
精
神
に
真
っ

向
か
ら
反
す
る
野
蛮
な
行
為
で
す
。

安
倍
元
首
相
た
ち
は
、
プ
ー
チ
ン

大
統
領
と
同
じ
立
場
で
軍
事
力
に
固

執
し
、
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
「
核

兵
器
の
共
有
」
な
ど
、
非
常
に
危
険

な
議
論
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
す
。

防
衛
省
陸
上
幕
僚
部
が
２
０
２
０

年
２
月
に
同
省
記
者
ク
ラ
ブ
を
対
象

に
実
施
し
た
勉
強
会
で
の
配
布
資
料

は
、
安
保
法
制
の
発
動
対
象
で
あ
る

「
グ
レ
イ
ゾ
ー
ン
事
態
に
「
反
戦
デ

モ
」
や
「
報
道
」
も
例
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

安
保
法
制
発
動
の
対
象
と
し
て
挙

げ
た
も
の
で
、
資
料
に
は
、
「
グ
レ

イ
ゾ
ー
ン
の
事
態
」
に
つ
い
て
、

「
武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い
様
々
な
手

段
に
よ
り
、
自
ら
の
主
張
を
受
け
入

れ
る
よ
う
に
相
手
に
強
要
」
と
説
明

し
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
①
テ
ロ

②
サ
イ
バ
ー
攻
撃
③
不
法
行
動
④
特

殊
部
隊
に
よ
る
破
壊
行
動
と
並
ん
で
、

⑤
報
道
⑥
反
戦
デ
モ
を
列
挙
し
て
い

ま
す
。

こ
の
う
ち
、
「
反
戦
デ
モ
」
に
つ

い
て
は
、
日
本
共
産
党
の
穀
田
恵
二

議
員
の
「
不
適
切
」
と
の
指
摘
を
受

け
、
「
暴
徒
化
し
た
デ
モ
」
と
修
正

し
ま
し
た
が
、
「
報
道
」
に
つ
い
て

は
修
正
し
て
い
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち

に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
「
報
道
」
を

問
題
視
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
政
権
は
、

「
反
戦
デ
モ
」
や
「
報
道
」
へ
の
徹

底
的
な
弾
圧
を
行
い
、
ロ
シ
ア
の
専

制
的
支
配
を
強
め
る
と
と
も
に
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

自
公
政
権
が
推
し
進
め
る
、
安
全

保
障
政
策
の
中
で
、
自
衛
隊
の
任
務

と
し
て
こ
の
よ
う
な
内
容
が
公
然
と

提
起
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
驚
き
で

あ
り
、
到
底
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

報
道
は
、
国
民
が
フ
ェ
イ
ク
（
騙だ

ま

し
）
ニ
ュ
ー
ス
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
事

実
を
知
る
重
要
な
手
段
で
す
。
戦
前

の
報
道
統
制
に
道
を
開
き
か
ね
な
い

よ
う
な
事
態
に
、
メ
デ
ィ
ア
自
身
が

反
対
の
声
を
挙
げ
る
べ
き
で
す
。

デ
モ
そ
の
も
の
は
、
そ
の
内
容
が

反
戦
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
正
当
に

認
め
ら
れ
た
国
民
の
権
利
で
あ
り
、

そ
の
権
利
を
抑
圧
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
も
の
で
す
。

ま
さ
に
、
戦
前
と
同
じ
よ
う
に
、
国

民
を
弾
圧
す
る
自
衛
隊
（
軍
隊
）
へ

の
道
を
開
く
も
の
で
断
じ
て
容
認
で

き
ま
せ
ん
。

安
保
法
制
は
、
安
倍
政
権
時
代
に

多
く
の
国
民
の
反
対
を
押
し
切
っ
て

強
行
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
米
軍
へ

の
後
方
支
援
や
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
に
よ
る
海
外
で
の
武
力
行
使
な
ど
、

海
外
で
の
米
軍
の
あ
ら
ゆ
る
戦
争
に

参
加
で
き
る
枠
組
み
で
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
事
態
は
、
安
保

法
制
が
海
外
で
自
衛
隊
が
活
動
す
る

と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
国
内
に

お
け
る
国
民
に
対
す
る
規
制
や
抑
圧

と
一
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
の
で
す
。

第８１号（２） と ん め て 2022年 ４ 月 ７ 日

国連憲章（1945年６月26日発効）

第２条（原則）

３．すべての加盟国は、その国際紛争を平和

的手段及び安全並びに正義を危うくしないよ

うに解決しなければならない。

４．すべての加盟国は、その国際関係において、

武力による威嚇（力を示し脅すこと）または武
おど

力の行使を、いかなる国の領土保全、または、

政治的独立に対するものも、また、国際連合

の目的と両立しない他のいかなる方法によるも

のも慎まなければならない。
つつし

日本国憲法 （1947年５月３日公布）

【前文】
われらは、全世界の国民がひとしく恐怖と欠乏から免れ、

きょうふ まぬが

平和のうちに生存する権利を有することを確認する（一部

抜粋）

第２章 戦争の放棄

第９条 【戦争の放棄と戦力及び交戦権の否認】

日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希

求し、国権の発動たる戦争と武力による威嚇又は武力の行
い か く

使は、国際紛争を解決する手段としては、永久にこれを放

棄する。

２．前項の目的を達するた めに、陸海空軍その他の戦力

は、これを保持しない。国の交戦権は、これを認めない。

国
連
憲
章
、
日
本
国
憲
法
の
精
神
で

プ
ー
チ
ン
政
権
と
同
じ
考
え

防
衛
省
、
「反
戦
デ
モ
」や
「報
道
」を
敵
視


